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先に著者らはmeromyarian型の新しい筋細胞配列の

型として豚腎虫Ｓｒ”んα"z`'ｗｓａｅ"zazL`s雌の筋細胞配列

を報告した（大森ら，1977)．今回は生態的ならびに形

態的にも特異なＳｙ"gα'""ｓＺｍｃ比αの雌について観察

し，豚腎虫と同様の筋細胞配列を有することがわかった

のでここに報告する．

材料と方法

用いた材料のｓｌｙ''9α''2"ｓｚ７ａｃﾉｶﾋﾞαは著者の－人角田

が1972年６月12日ニホンキジの気管より採集し，ホルマ

リン液に固定，保存していたものである．完全な虫体は

別の目的に使用したので，破損したものの体壁を前報

(大森ら，1977）のようにスライド標本に作製した．観

察は例のとおり部分的に写真を撮り，つなぎ合せて筋細

胞の配列をトレースした．

成績

Ｆｉｇ．１はつなぎ合せた写真をトレースしたものであ

る．筋細胞は前報の豚腎虫と同様の形態および配列を示

していた．すなわち，側線と中心線との間の１Sector

に筋細胞は１列縦に並んでいた．１コの筋細胞の前後に

はフォークの先のように分かれた５～９コの紡錘形の突

起を有し，前後の細胞は互いに突起を噛み合せて結合し

ていた．核は不明瞭であったが，細胞のほぼ中央に認め

られた．左右のSectorの細胞の位置は多少前後してお

り,側線は幅広く,全体の幅がほぼ２sectorsほどであっ

た．

考察

今回観察の標本は破損した雌２例の体壁で，体前後の

部分がなく，１Sectorの筋細胞数の算定ができなかった

が，一見して前報の豚腎虫SzL"Aα""'wscJe'2/αr(`ｓの筋

細胞と同様な形態であることがわかった．
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Ｆｉｇ．１Arrangementofthemusclecellsof

S1y'２９α"z"ｓｚ'aacAeα(早)．
ＬＣ：lateralchordMC：medianchord
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Strongyloideaの多くの成虫は哺乳類,鳥類,爬虫類お

よび両生類の消化管に寄生するが，まれに呼吸器や組織

中に寄生している（Skrjabin,1961)．Stephanuridaeは

豚の腎I藤およびその周辺組織に寄生し，Syngamidaeは

鳥類および哺乳類の呼吸器に寄生している．この両科

は系統学的にも近縁とみられており，両科に属する豚

腎虫およびＳｙ''9α'""ｓｒγαc舵αの両種がともにＥ型

(SZゆんα""'ws-type）（大森ら，1977）の筋細胞配列を示

していることは興味深かった．

本研究にご教示，ご鞭燵いただいた秋田大学鈴木俊夫

教授，新潟大学大鶴正満教授，北海道大学大林正士教授

に深謝致します．
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まとめ

Ｓｙ"gα，""ｓ〃αcルビα雌の筋細胞配列について以下の知

見を得た．

ＬＳＺｍｃ比αの筋細胞は前後に５～９コの紡錘型

の突起を出し，前後の細胞と互いに噛み合って結合して

いた．

２．１Sectorに筋細胞が１列に並び，meromyarian

型をなし，大森ら（1977）のＥ型（SZePAα"z`γ"s-type）

を示していた．

３．１Sectorの筋細胞数は不詳であった．
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５(y"gα"zz'ｓｒ,ﾛc/iea，aparasiteintherespiratoryorganｓｏｆｔｈｅｂｉｒｄ，possessedonlyone

rowofthemusclecellsateachmusclesector，exhibitingSZGPAα"z”"s-typeofthemusclear-

rangement（ＯｈｍｏｒｉｃＺａＺ.，1977)．NumberoftheceUspersectorcouldn,tbecounted・There

are5-9pomtedprojectionsatbothanteriorandposteriorssides（Fig.１)．Ｔｈｅｔｗｏａｎｔｅｒｏ‐

posteriorlyplacedceUshavetheirprojectionsfittedwitheachother．
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